
"盧当砅で作図し､ 力を書きだ
す.
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(I） 力のつりあいより
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R , t R E m g . . . の
重心Gのまわりのモーメントのつりあいより

- R.（ r tx ) t R2（r-K）=0 ・・・②

① より
Rュ=mg-R，

② に代入して
- R .（ r tK ) t (mg-R）（r-x）=0

⇒ -R . r- i -mgr-mgx-R . i r t h e = 0
⇒ 2 R r = m g ( r - x )

i . R =mg . j p
R i mg-Rに代入して
R i n g - m gT E
. ： R Em tg ,



｢興 ｢続幸齊解除-小魯賢くなるように.モ
ーメントの中心を決めてみる.

R2の作用点を中心とすると.
-R・2r+mg.（ r-K）=0

： R =m gにつく=

けれど'解説が重心を中心としているのはなぞである.i 鬱！蠶鍪燕.が求
まる

国 f，=µR
=Mmgした_ （図より右向き）

国 のweather
=Mmgenerttf （図より左向き）

⇒ はたらく力が「一〇x」となるということ.
（3 単振動になる条件' 復元力がはた
らいている.ということ
右向きを正として、合力を求めると

F=f、一f、
二MmgE E _ u m gT E
-_-Mfteex

TGは定数なので、これが復元力となり、単振動する
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（4 単振動の運動方程式をたてて

- m w3c-_-MEETS a

w2=TMG

w = T g
たもより
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